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(百万円未満切捨て)
１．平成28年２月期第１四半期の業績（平成27年３月１日～平成27年５月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年２月期第１四半期 1,602 1.7 △118 ― △74 ― △46 ―

27年２月期第１四半期 1,576 △6.9 △15 ― △21 ― △31 ―
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年２月期第１四半期 △1.81 ―

27年２月期第１四半期 △1.22 ―
　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年２月期第１四半期 14,642 10,948 74.8

27年２月期 15,380 11,000 71.5
(参考)自己資本 28年２月期第１四半期 10,948 百万円 27年２月期 11,000 百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年２月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

28年２月期 ―

28年２月期(予想) 0.00 ― ― ―
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

期末の配当につきましては、今後、業績の動向を勘案して決定してまいります。

　

３．平成28年２月期の業績予想（平成27年３月１日～平成28年２月29日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,900 2.5 △290 ― △300 ― △290 ― △11.29

通期 6,800 14.8 20 ― 0 ― 0 ― 0.00
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年２月期１Ｑ 25,728,716株 27年２月期 25,728,716株

② 期末自己株式数 28年２月期１Ｑ 40,305株 27年２月期 40,305株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年２月期１Ｑ 25,688,411株 27年２月期１Ｑ 25,690,162株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

　・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

　 時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

　 断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

　 前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P2「（３）業績予想などの将

　 来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　
当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府及び日銀の経済政策により企業収益に改善が見られるなど、

緩やかな回復傾向が継続したものの、円安による物価上昇もあり、個人消費の回復の遅れは長期化しており、先行

き不透明な状況で推移いたしました。

こうした状況のもとで、当社は、新「上野店」の成功を目指し、さらに、全店においてセールス活動を徹底し、

売上の拡大に努めてまいりました。

まず、セールス活動の徹底により、宴会受注の強化に努めました。既存顧客の囲い込みに加え、官公庁・各種団

体、業績好調な業種などの新規開拓セールスを継続的に実行してまいりました。

次に、婚礼ブランド「ＬＵＣＩＳ（ルーキス）」「Cœur et Cœur（クーレクール）」「LA VIE CLAIR（ラ ヴィ クレ

ール）」に加え、披露宴の入り口となる顔合わせ、食事会、そして二次会を含めた婚礼事業のさらなる強化を図って

まいりました。

そして、平成27年２月にオープンいたしました新「上野店」では、婚礼部門は実際の会場をご覧になりたいお客

様が多く、受注が建物竣工後となり、出遅れておりますが、宴会、ダイニング部門は好調に推移いたしました。

一方、平成27年５月、オーナー側の都合により、「京都・ホテル京阪店」を閉鎖いたしました。

以上の結果、当第１四半期の売上高は、前年同四半期比1.7％増の16億232万円となりましたが、円安による諸コ

スト上昇及び人手不足による人件費増に加え、ブライダル関連販促費の先行負担並びに新「上野店」の償却費増に

より、営業損失は1億1,861万円（前年同四半期は営業損失1,554万円）、経常損失は7,473万円（前年同四半期は経常

損失2,194万円）、四半期純損失は4,660万円（前年同四半期は四半期純損失3,123万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　
(資産・負債及び純資産の状況）

当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ７億3,771万円減少しました。

これは主に、四半期純損失の計上及び未払金や未払法人税等の支払い等により現金預金が５億8,635万円減少した

こと並びに、還付消費税が入金になったこと等によりその他が２億1,744万円減少したことなどにより流動資産が７

億2,976万円減少、固定資産は有形固定資産の償却等により5,306万円減少したものの、投資有価証券が時価の上昇

により3,654万円増加したことなどにより794万円減少いたしました。

負債は、前事業年度末に比べ６億8,567万円減少いたしました。

これは主に、借入金が新規実行により6,077万円増加したものの、未払金が支払いにより６億8,367万円減少した

ことなどによります。

純資産は、前事業年度末に比べ5,203万円減少いたしました。

これは主に、四半期純損失4,660万円を計上したこと並びに、退職給付に関する会計基準の適用による期首調整に

伴う利益剰余金6,497万円の減少及び、法定実行税率の変更に伴い土地再評価差額金が3,256万円増加したことなど

によります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期及び通期の業績予想につきましては、当初予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号平成27年３月26日。以下「退職給付適用

指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第

１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を

期間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した債券の利回

りに基づく割引率を使用する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加

重平均割引率を使用する方法に変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

この結果、当第１四半期会計期間の期首において、退職給付引当金が64,978千円増加し、利益剰余金が同額減少

しております。また、当第１四半期累計期間の営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える影響は軽微で

あります。

（３）追加情報

（法人税率の変更等による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平成27

年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以降に開始する事業年度から法人税率等の引下

げ等が行われることとなりました。これに伴い、当事業年度の繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用した法

定実効税率は平成28年３月１日から平成29年２月28日までに解消が見込まれる一時差異については、従来の35.6％

から33.1％に、平成29年３月１日以降に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については、従来の35.6％

から32.3％に変更されております。

この税率変更により、繰延税金負債の金額が46,434千円減少し、当第１四半期累計期間の法人税等調整額が

42,988千円増加しております。再評価に係る繰延税金負債は32,562千円減少し、土地再評価差額金は同額増加して

おります。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年２月28日)

当第１四半期会計期間
(平成27年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,118,674 1,532,321

売掛金 253,681 335,460

商品及び製品 8,005 10,451

原材料及び貯蔵品 76,916 66,723

その他 356,442 139,000

貸倒引当金 △300 △300

流動資産合計 2,813,420 2,083,657

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,612,203 4,498,105

土地 4,056,032 4,056,032

その他（純額） 894,077 955,112

有形固定資産合計 9,562,313 9,509,251

無形固定資産 40,482 39,266

投資その他の資産

差入保証金 1,666,027 1,675,358

投資有価証券 149,700 186,243

長期未収入金 987,873 987,873

その他 160,874 161,329

貸倒引当金 △600 △600

投資その他の資産合計 2,963,876 3,010,204

固定資産合計 12,566,671 12,558,722

資産合計 15,380,091 14,642,380

負債の部

流動負債

買掛金 125,022 134,734

短期借入金 1,071,900 491,900

リース債務 678 678

未払法人税等 189,000 14,000

賞与引当金 65,000 111,000

その他 1,025,590 400,184

流動負債合計 2,477,191 1,152,497

固定負債

長期借入金 294,025 934,800

リース債務 508 339

繰延税金負債 536,009 492,662

再評価に係る繰延税金負債 351,284 318,721

退職給付引当金 515,275 584,198

資産除去債務 5,200 5,200

長期未払金 140,194 140,194

その他 60,000 65,400

固定負債合計 1,902,497 2,541,516

負債合計 4,379,688 3,694,013

決算短信 （宝印刷）  2015年07月10日 11時05分 6ページ （Tess 1.40 20131220_01）



株式会社東天紅(8181) 平成28年２月期 第１四半期決算短信

5

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年２月28日)

当第１四半期会計期間
(平成27年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,572,092 2,572,092

資本剰余金 6,561,688 6,561,688

利益剰余金 2,909,575 2,797,996

自己株式 △9,257 △9,257

株主資本合計 12,034,098 11,922,519

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 43,712 70,692

土地再評価差額金 △1,077,408 △1,044,845

評価・換算差額等合計 △1,033,695 △974,153

純資産合計 11,000,402 10,948,366

負債純資産合計 15,380,091 14,642,380
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

売上高 1,576,245 1,602,324

売上原価 719,571 719,670

売上総利益 856,674 882,654

販売費及び一般管理費 872,214 1,001,266

営業損失（△） △15,540 △118,612

営業外収益

受取利息 0 0

未回収商品券受入益 244 502

受取保険料 1,467 1,470

受取補償金 - 44,000

その他 324 3,901

営業外収益合計 2,036 49,875

営業外費用

支払利息 7,944 5,523

その他 498 470

営業外費用合計 8,443 5,994

経常損失（△） △21,947 △74,731

特別損失

固定資産除却損 58 425

店舗閉鎖損失 32,609 18,630

特別損失合計 32,668 19,055

税引前四半期純損失（△） △54,615 △93,787

法人税、住民税及び事業税 5,664 5,723

法人税等調整額 △29,041 △52,909

法人税等合計 △23,377 △47,186

四半期純損失（△） △31,238 △46,600
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（３）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

（４）セグメント情報等

当社は、料理・飲食物の加工調理提供を主要業務とする飲食店のほか付随的に外販・不動産賃貸等を営んでお

りますが、飲食店としての事業がほとんどを占めており実質的に単一セグメントのため、記載を省略しておりま

す。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

（６）重要な後発事象

該当事項はありません。
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